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付録 1 

 

【インタビュイーのリスト】（※アルファベット順） 

名前 
インタビュー 

実施日 
基本情報 

安載雄 2010年 12月 1日 
韓国キリスト者学生総連盟で活動、韓国基督教社会問題研究院

長などを歴任。 

裵重度 2011年 12月 6日   在日韓国人、川崎「ふれあい館」理事長。 

池明観 2010年 10月 17日 T.K生として「韓国からの通信」連載。 

鄭剛憲 2012年 2月 11日 「在日韓国学生同盟」活動。 

鄭敬謨 2012年 2月 11日 
在日韓国知識人、評論家。『民族時報』編集者（1973 年～1976

年）、私塾「シアレヒム」（1979～）に基づく評論活動。 

David 

SatterWhite 

2010年 7月 7日、 

8月 25日 

米国人、日米教育委員会事務局長。 

元 Korea-Communique編集担当などで活動。 

深水正勝 2011年 11月 6日 神父。「カトリック正義と平和協議会」活動。 

布袋敏博 2011年 10月 19日 早稲田大学教授。「金大中氏を殺すな！市民署名運動」活動。 

飯島信 2011年 11月 10日 牧師。「韓国問題キリスト者緊急会議」実行委員として活動。 

池田五律 2012年 7月 6日 
予備校講師。1984 年「全斗煥来日阻止・天皇会談粉砕首都圏学

生実」活動。 

石坂浩一 2012年 2月 16日 立教大学教授。「陳斗鉉さんを救う会」活動。 

金容福 2010年 11月 30日 
DAGAで活動。 

後に、韓国基督教社会問題研究院長などを歴任。 

呉在植 
2010 年 2 月 18 日、

2010年 5月 26日 

牧師。韓国キリスト者学生総連盟、アジアキリスト教協議会、世界

教会協議会、韓国キリスト教協議会など、エキュメニカル教会機

関の主な役職を歴任。 

朴炯奎 

 
2010年 1月 19日 

牧師。1973 年南山野外音楽堂復活祭事件以後、数々投獄。韓

国民主化運動記念事業会初代理事長。 

朴相增 2010年 5月 26日 
牧師。世界教会協議会、韓国キリスト教協議会、市民運動団体の

「参与連帯」などで活動。 

Paul 

Schneiss 

2009 年 11 月 30

日、12月 1日 
ドイツ人牧師。ドイツ東アジアミッション所属の宣教師。 

Pharis 

Harvey 

2013年 2月 13日、 

15日 

DAGAで活動、1979年から米国で North American Coalition 

for Human Rights in Korea事務局長を歴任。 

http://terms.naver.com/entry.nhn?docId=689310
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このほか、本研究において大変役に立ったインタビュイーの一覧。（※アルファベット順） 

 

Edward Baker 2012年 9月 24日～2013年 2月 27日（10回）米国・ボストンでインタビュー。米国にお

ける金大中被告らを殺すなの活動に参加。 

藤高明 2009年 12月 17日 『朝日新聞』元ソウル特派員。 

Gebhard Hielscher 2010 年 2 月 13 日 ドイツ「Sueddeutsche Zeitung」元極東特派員、現在、フリー・

ジャーナリスト。 

芳賀普子 2011年 2月 5日 「徐君兄弟を救う会」活動。 

猪狩章 2009年 9月 28日 『朝日新聞』元ソウル特派員。 

James Sinnott 2014年 2月 13日 米国人神父。人革党事件関連で、韓国政府から追放された。 

桂川潤 2010年 2月 17日 「韓国問題キリスト者緊急会議」最後の事務局長。 

岡本厚 2009年 12月 21日、2014年 8月 5日 元『世界』編集長。現在、岩波書店社長。 

朴世逸 2010 年 12 月 2 日 韓国キリスト学生運動に参加。1973 年ごろ、「韓国問題キリスト者緊急会議」

の飯島信と交流。現在は、「韓半島先進化戦略」理事長。 

佐藤信行 2010年 11月 17日 RAIK。在日韓国・朝鮮人の処遇改善運動で活動。 

宋斗律 2009年 11月 26日 ドイツ・ベルリンにてインタビュー。元「民主社会建設協議会」事務局長。 

東海林勤 
2010 年 2 月 17 日、

18日、4月 30日 

牧師。「徐君兄弟を救う会」代表、「韓国問題キリスト者緊急会議」

実行委員、「高麗博物館」（NPO）初代理事長。 

徐京錫 2010年 12月 3日 牧師。韓国キリスト学生総連盟幹事などの活動。 

高崎宗司 2011年 12月 14日 津田塾大学教授。 

富山妙子 

2012 年 5 月 18 日、

2012 年 8 月 20 日、

2014年 4月 12日 

画家。「金芝河救援委員会」代表、「アジアの女たちの会」の活

動。 

和田春樹 
2010 年 2 月 23 日、

2012年 1月 25日 

東京大学名誉教授（ロシア史）。「大泉の市民の集い」、「日韓連

帯連絡会議」（後の「日韓連帯委員会」）事務局長、「金芝河らを助

ける会」事務局長。 

渡辺哲郎 2011年 11月 9日 
東京地方労働組合評議会書記（政治部窓口：1969～1990 年）。

後に、外国人相談事務所相談員。 

山田貴夫 2011年 11月 1日 
元川崎市職員。現立教大学等の講師。「朴君を囲む会」「民族差

別と闘う連絡会議」活動。 

山口明子 2011年 10月 15日 「韓国問題キリスト者緊急会議」実行委員。 


